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1.はじめに 

災害時における安否確認の手段としてアクティブ

RFID タグ(以下、RFID タグ)を使用することを考え

ている。先行研究より、RFID タグ発信のための電

源確保は、熱電変換素子を用いた温度差発電や

太陽光発電によって行ってきた[1]。しかし、温度差

や照度などは周辺環境から影響を受け、電源供給

できない空白の時間がある[2]。 

本研究では、この空白の時間を埋めるべく、何も

しない限り放射され捨てられてしまう電界･磁界エ

ネルギーに着目し、その回収するシステム検討を

行う。 

2.実験内容 

図 1 は電界・磁界エネルギー回収回路の構成要

素である。受信部、昇圧部は各々1 通り、整流部、

充電部、負荷は各々2通りの組合せである。 

(1)整流部と充電部の接続 

整流部は、半波整流と全波整流の実験を試みる。

半波整流と全波整流を、充電部の電気二重層コン

デンサの充電電圧で比較する。 

(2)充電部と昇圧部の接続 

RFID タグ発信の所望電圧は、回収した電圧そ

のままでは達していない。そこで充電部出力電圧

を、昇圧部(DC-DC コンバータ)により所望電圧

3.3[V]まで昇圧する。EDLC の充電を確認後、昇

圧部を接続し出力電圧(昇圧された電圧)の 3.3[V]

を確認する。 

RFID タグ発信はスペクトラムアナライザを使用し

確認する。また、昇圧部と RFID タグ接続時の昇圧

部出力電圧はデジタルマルチメータで測定する。 

3.検討結果 

(1)整流部と充電部の接続 

図 2 は回収後のエネルギーを整流し、EDLC 充

電中の電圧特性である。半波整流と全波整流を比

較すると全波整流を行った方が充電電圧の高いこ

とが分かる。昇圧部の最低入力電圧 20[mV]まで

充電時間は、半波整流が全波整流の 1.59[倍]かか

っている。 

(2)充電部と昇圧部の接続 

EDLC に昇圧部の DC-DC コンバータを接続状

態で充電はできなかった。充電電圧が約 400[mV]

では開放電圧の 3.3[V]に昇圧確認できた。昇圧の

確認は、LEDを用いた。LEDを昇圧部の出力端に

接続すると約 6[秒]点灯した。この時出力端の最大

電圧は約 0.9[V]降下していた。 

LED の点灯が確認できたことから、充電した

EDLC に昇圧部及び RFID タグを接続した。昇圧

後の電圧が、RFID タグが発信可能である電圧で

はなかった。接続時の最大電圧は 894[mV]であり、

3.3[V]から大きく電圧降下していることが分かった。 

 

 

 

 

図 1 電界・磁界エネルギー回収回路の構成 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 整流後の EDLCの電圧特性 

4.まとめ 

本研究では以下の知見が得られた。 

 全波整流は、充電時間が短いことから整流部と

して適していると考えられる。 

 EDLC と昇圧部接続状態で充電できなかった

原因は、回収エネルギーが昇圧部にて消費さ

れ続けたからと考えられる。 

 昇圧後の電圧でLEDが点灯することから、エネ

ルギーとして利用が可能である。 

 RFID タグが発信できる程の電圧ではなかった。

発信を確認できなかった原因は、RFID タグの

内部インピーダンスが影響していると考えられ

る。 
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